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１．研究計画の概要 
 本研究では、（1）新種予定の F. japonicum
の東アジアにおける分布を明らかにするこ
と、（2）東アジアに分布する F. japonicum
と F. hepatica および F. gigantica との遺
伝的類縁関係をミトコンドリア DNAおよびリ
ボソーム DNA マーカーを用いて解析し、F. 
japonicum の起源、その進化と日本を含むア
ジア地域への拡散の全貌を明らかにするこ
とを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 

これまでの３年間では、主に中国国内にお
ける Fasciola 属の分布を明らかにした。す
なわち、中国の１０都市（内モンゴル自治
区フフホト、ウイグル自治区ウルムチ、青
海省西寧、福建省福州、貴州省貴陽、広東
省広州市、湖北省武漢市、雲南省昆明市、
吉林省長春市）の屠畜場で黄牛、水牛、ヤク
から肝蛭虫体を回収し、体長・体幅比による
形態、貯精嚢内精子有無による生殖型の識別、
核リボソーム DNA の ITS1 およびミトコンド
リア DNA の NDI における塩基配列の決定から
遺伝子型を解析した結果、中国の北部（フフ
ホト、ウルムチ、西寧）には両性生殖の
Fasciola hepatica だけが分布し、南部（広
州市）Fasciola gigantica だけが分布した。
一方、東北部の長春市では単位生殖型肝蛭
だけが検出され、また貴陽、武漢市、昆明
市では単位生殖型肝蛭と両性生殖の
Fasciola giganticaが分布することが明らか
となった。これら虫体の NDI 遺伝子型と分子
系統解析により、単為生殖型肝蛭は中国にお
いて両性生殖の Fasciola hepatica または
Fasciola gigantica の突然変異、あるいはそ 

 
の種間交雑により出現したと考えられた。さ
らに日本や韓国などの東アジアに存在する
単為生殖型肝蛭を加えた系統解析により、中
国で誕生した単位生殖型肝蛭は、家畜（ウシ）
の移動とともに朝鮮半島を経て日本に渡っ
たと考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 これまでの３年間で、研究目的のほぼ 90%
が達成されたと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 西アジアおよび南アジアにおける単為生
殖型肝蛭の分布およびその遺伝子型を明ら
かにすることで、アジア全域における単為生
殖型肝蛭の分布、拡散、進化の全貌を解明す
ることができる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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